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研究成果の概要（和文）：本研究は空間経済学の視点から国際貿易と地域経済の分析を行い、次の研究成果を得
た。(1)自国市場効果の理論・実証成果の乖離を解明した; (2)グローバル化時代にoffshoringの変化パタン―を
明らかにした; (3)資源の輸送費の逓減の影響を受けた資源都市の新興政策を検証した; (4)財の生産を考慮して
商業施設の立地を考えるHotelling問題を分析した; (5)グローバル化時代の非関税障壁による関税競争を分析し
た; (6)財の移動コストと資本の移動コストによる空間格差の変化パタン―を分析した。これらの成果は著書１
冊と国際学術誌（英文）論文７本として公表された。

研究成果の概要（英文）：This project studied international trade and regional economics from the 
viewpoint of spatial economics. I considered the following problems. (1) To disclose the 
inconsistency between the theoretical and empirical results on the home market effects; (2) To show 
how offshoring pattern changes in the globalizing era; (3) To analyze some policies for 
resource-based cities to promote their regional economies when the transport costs of resource goods
 fall; (4) To reformulate the Hotelling problem when the production is costly; (5) To examine the 
international tax competition based on some nontariff barriers; (6) To compare how the spatial 
inequalities change when trade costs of products and mobility costs of capital decline. The results 
are summarized and published as a Japanese book and 7 English papers in international journals.

研究分野：空間経済学
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１．研究開始当初の背景 
空間経済学は地理的空間にある経済システム
活動を分析するものである。この３０年間、
収穫逓増の生産技術の下で従来の国際貿易論
や地域経済学を格段に発展させ、それぞれ新
貿易理論(New Trade Theory) と新経済地理学
(New Economic Geography) と呼ばれてきた。
その成果が評価され、先駆的な貢献を果たし
たPaul Krugman が2008 年のノーベル経済学
賞を受賞した。ただし、ほとんどの研究にお
いて、生産要素は労働だけにして、得られた
理論成果は実証分析に支持されないところが
ある。特に、広く研究されてきた自国市場効
果(Home Market Effect)に関して、文献から
異なる定義が用いられ、その同値性が考案さ
れていない。一方、貿易統合は必ずしもあら
ゆる国に対して利益をもたらすとは限らない。
しかし、関税競争の分析にモデルの解析が困
難であるため、多くの謎が残されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は次の3つの方面に空間経済学を大き
く進展させるための方策を考える。(1) 自国
市場効果の理論・実証成果の乖離を解明する。 
(2) グローバル化時代に資本と企業の移動コ
ストの役割を考察する。(3) 国家間関税・非
関税の競争を分析する。 
 
３．研究の方法 
 
本課題は申請者曽道智(Zeng, Dao-Zhi)一人
による研究であるが、所属している社会経済
情報学講座が定期的に開催した地域科学ワ
ークショップを通して、最前線に活躍してい
る研究者との情報交換を行ってきた。15年ぐ
らい空間経済学の理論と応用研究の経験に
基づき、もうひとつの生産要素---移動でき
る資本の役割が重要だと気付いた。その発想
から理論モデルと政策研究を進めた。 
 
４．研究成果 
次の研究成果が得られた。(1)自国市場効果
の理論・実証成果の乖離を解明した; (2)グ
ローバル化時代に offshoring の変化パタン
―を明らかにした; (3)資源の輸送費の逓減
の影響を受けた資源都市の新興政策を検証
した; (4)財の生産を考慮して商業施設の立
地を考える Hotelling 問題を分析した; (5)
グローバル化時代の非関税障壁による関税
政策を分析した; (6)財の移動コストと資本
の移動コストによる空間格差の変化パタン
―を分析した。本研究の成果として、著書１
冊、国際学術雑誌に論文 7本、国内外の学会
で計 22 回も成果を発表した。具体的に、次
の成果が得られた。 
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